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《Dr. John Hall and wound healing Pt.1 ジョン・ホール博士と創傷治癒 パート１》 

 

セラジェルがどのように治癒プロセスを促進するのか、もう少し詳しく知りたいと思われる方に、

数分間お話ししたいと思います。 

少し科学的な話をしますが、理解するのは簡

単です。けれど興味がなければ聞かなくても

結構です。もし興味があるなら、数分かけて

一部を説明していきましょう。医療従事者や

看護師であるあなた方ならこのことを理解し

てくれるから。そして、この分野の知識がな

いとしても、多くのコンセプトを理解するこ

とができるでしょう。 

 

私たちはいつも、セラジェルは自然な方法で治

癒を助けると言っています。 

まずは簡単なプレゼンテーションから始めまし

ょう。 

あなたにとって、セラジェルは初めてかもしれ

ませんね。セラジェルは、口腔内を快適で清潔

に、そして健康に保つように設計されています。 

セラジェルは３つのメリットを提供します。 

口の中を麻痺させることなく、痛みを和らげる

ことができます。これは大変好まれます。 

口の中が傷みでヒリヒリしたときは、細菌汚染から守ります。微生物学的データがありますが、こ

れは別の機会に話しましょう。 

 

２つについてそれぞれ説明しますが、３つ目は最適な治癒を促進することです。 

セラジェルは、他のものとは一線を画しています。というのも、私たちが医学や歯科学で傷を治療

するときに行うことはすべて、治癒プロセスを遅らせることになるからです。 

創傷洗浄剤や局所抗生物質、局所麻酔薬を使用していますが、傷に塗っているすべての防腐剤や製

品は、細菌細胞 1 つにつき、病原体 1 つにつき、創傷治癒に必要な細胞 10～100 個を殺しているの

です。 

私たちはいつも治癒プロセスを遅らせています。でもセラジェルはそんなことはしません。実際に

治癒プロセスを刺激していて、それがセラジェルと他のあらゆる製品との大きな違いを生み出して

いるのです。 

 

そこで、治癒について少しお話ししたいと思います。 
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マンノース多糖体が治癒プロセスに関与しているので、マンノース多糖体についてたくさんお話し

たいと思います。 

 

セラジェルは 100％植物由来でできていま

す。食品由来で、薬剤や合成物、動物由来の

成分は一切使っていません。植物由来の食品

です。 

マンノース多糖体とキシリトール、あなたが

使っている炭水化物や糖類は使っていないの

ですが、同義語で糖や炭水化物ということは

できます。 

キシリトールは、ガムやキャンディーなどの

無糖製品に多く含まれる天然の糖類です。 

セラジェルに入っているシナモン、クローブ、タイム、ウインターグリーンのエッセンシャルオイ

ルは、天然の防腐剤です。 

これについてはまた今度話します。 

 

口の中には口内炎や潰瘍といったたくさんの

傷がありますので、今日は、マンノース多糖

体と、これが治癒プロセスにどのように関係

しているかについてもう少し話しましょう。 

歯科医院に行けば手術もしますから、口の中

の傷を癒す必要があります。 

ウェブサイトでみるマンノース多糖体は、何

十年も前からマクロファージを刺激すること

がわかっていました。 

マクロファージは大きな白血球で、軟部組織

であろうと骨であろうと、傷を治す必要があ

る場合に傷の治癒プロセスをコントロールする細胞です。 

プロセスをコントロールするのがマクロファージで、マンノース多糖体はマクロファージを刺激し

ます。そうすると、治癒と傷の保護が強化されます。 

マクロファージは白血球の一種で、細菌、真菌、ウイルスを殺すので、より良い仕事をしてくれま

す。 

 

では、２枚のスライドを見せながら少し話をしていきましょう。これは 2006 年に国際免疫薬理学

会（International immunopharmacology）で発表された論文からのものです。これを見つけて本当に

嬉しかったです。 
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シェペトキンとクインという 2 人がどこにいるのか知りませんが、マクロファージが自然界でどの

ようにこれらの糖によって刺激されるかについて、実に素晴らしい論文を書いています。 

以前から他の多糖類にもこのような作用があ

ることは知られていましたが、マンノース多

糖体には勝てません。これが私たちの製品に

入っているものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論文からのこのスライドの、これが多糖体で、複雑な大きな糖で、単なるグルコースやマンノース

やガラクトースの単糖ではなくて、マクロファージを刺激する多糖体でなくてはなりません。 

ここに書かれているのがマクロファージ、小さな丸ひとつひとつが単糖で、鎖状につながってい

て、大きな長い複雑な多糖体を形成しています。 

これは多糖体でなくてはならず、マクロファ

ージがこれらの糖を取り込むと、サイトカイ

ン産生が刺激されます。 

 

サイトカインとは、マクロファージが様々な

理由で分泌する化学物質のことです。 

そのひとつに創傷治癒があるのですが、私が

最後にチェックしたところでは、理由の数は

200 近くありました。 

これはそのほんの一握りですが、サイトカイ

ン産生を刺激するのに役立ちます。 

もっと多くの細胞が必要なら、より多くの細

胞を創傷部位に呼び寄せます。 

また、活性酸素種の産生を刺激するのを助け

る働きもあります。 

 

ここにある過酸化水素や一酸化窒素やスーパーオキシドは、スーパーオキシドアニオンが 1991 年

か 92 年に多くの研究対象になっていたと思います。 

 

ここで説明したいのは、みんなは薬や医療でコントロールしようとしている、いつも薬を使ってい

る、物事をコントロールしようとしているということなのです。 

サイトカイン/ケモカイン 

の産生 

活性酸素種 

の産生 
細胞増殖 
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創傷治癒において、いつも聞かれるんです。 

創傷治癒を助ける成分って製品には何が入っているんですか？抗炎症剤ですか？って。 

私は抗炎症剤ではないですよと言います。 

抗炎症剤は治癒を妨げるのだけれど、多くの人は抗炎症剤が治癒を助けると思っています。 

最適な治癒には炎症が必要なんです。 

 

では抗酸化作用はあるのですか？ 

いいえ、抗酸化も治癒プロセスに反する作用をします。 

医者すらも理解していないのですが、私たちがいつも活性酸素種と考えているこれらの活性酸素は

困ったもので、何かをしたり、何かを食べたりすることでとても多くの活性酸素を産生していて、

私たちは活性酸素から自分を守るために抗酸化物質を摂取しています。 

しかし治癒プロセスの間、マクロファージは治癒プロセスを助けるために、ある特定のタイミング

で微量の化学物質を分泌します。 

マクロファージがすることのひとつは細菌を殺すことですが、もうひとつ、ほとんどの医師はマク

ロファージが分泌する化学物質について知りません。 

この化学物質は血管のような新しい組織が増殖するのを助けます。 

どうでしょう、傷のケアのために抗酸化製品を開発する人々がいますが、治癒プロセスに反したこ

とを、働きをしていると想像してください。 

血管のような新しい組織を成長させるために、抗酸化物質が分泌される必要がある場合があるんで

す。 

初日から抗酸化物質を使用しても、最適な治癒は望めないでしょう。 

抗炎症剤を使ったり、イブプロフェンや非ステロイド性抗炎症剤を服用したりするのは、治癒の妨

げになります。 

実際、これらの薬剤が治癒プロセスにとって有害であることはわかっているので、できることなら

そのようなことはしたくありません。 

私たちは自然をコントロールしたいのではありません。自然と共存しようとしています。 

だから、このことはセラジェルを理解する上で重要なことなんです。 

私たちはコントロールしていません。自然と共存しています。 

 

２枚目のスライドは本当に素晴らしいもので、マクロファージの絵だと思いますが、顕微鏡で見て

もこうは見えないので見えるふりをしてください。 

この絵で示しているもののひとつは、マクロファージが大きな糖を細胞内へ取り込むところです。 

ファゴサイトーシスとは、ギリシャ語の食べるという意味のファゴと、ひとつの細胞という意味の

サイトを合わせた言葉です。 

細胞は私たちのように口も胃もないので同じように食べることはできません。マクロファージは、

細菌や真菌や廃棄物やこの場合は大きな糖を囲い込むようにします。 
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細胞膜の一部が中に入り込み、細菌であれば殺し、ここにあるような糖は異なる経路（パスウェイ

ズ）を、パスウェイズはアロガ製品の前に聞いたことがありますよね、マクロファージを刺激しま

す。 

これは核です、心配ご無用、マクロファージもこの糖をエネルギー源として利用します。いい取引

ですよね。 

 

 

今は既知ですが、2006 年のこの論文を読むまで、マクロファージの膜上のすべての受容体が同定さ

れていることを知りませんでした。 

昨日、マカナリー博士と受容体について知らなかったという話をしたら、我々が学校に行っている

ときにはまだ発見されていなかったんだよ、私たちは歳を取り過ぎているんだと。 

受容体については 70 年代に学んでいるけれど、私はその時歯科大学の大学生で、ビルは理学博士

を取得しようとしていたんです。 

私たちの教科書にはまだ発見されていなかったので書いてなかったんですけど、すべてが受容体を

介して起こるのです。 

受容体はこのように描かれていて、分子パターンを認識します。つまり、受容体は特別な糖を認識

するように設計されています。 

もう一度言いますが、これらは複雑で大きな多糖体でなければならないのです。 

 

ここを見るとマンノース受容体がありますね、ある種の糖が一つの受容体に結合して、受容体が糖

を認識してマクロファージを刺激します。 

ただ糖が接触しただけで化学的信号によって認識されるのはすごいです。 

それは、これらが特定の形状をしていて、特定の化学的信号がただ触れただけで送られて、マクロ

ファージを刺激するんです。それぞれが同じように行われます。 

ファゴサイトーシスは受容体を介して起こる現象です。 



YouTube_For the Health of It_No.5 

6 
 

ここにも受容体があって、だから受容体はとても重要で、ただ糖が触れるだけでマクロファージを

刺激して、中に入っていくんです。 

これが自然で起こっていることなのですから、私たちは何をすればいいのでしょうか。 

微生物学者で細菌を研究していた博士と話をしていたときに、この糖について思い出したんです。 

あなたがた医者も看護師も私が何をいっているのか思い出してください。微生物学を受講しました

よね。 

すべての細菌や真菌は、そして多くのウイルスさえも糖を持っています。ドーナツのように細胞表

面が糖で覆われています。 

私のような年配の時代には糖が何のためにあるのかわからなかったんです。 

でも今は、これらの糖がコロニー形成に関与していて、細菌のコロニー形成を助けることがわかっ

ています。 

細菌や真菌はこれらの糖をお互いのコミュニケーションに使っています。 

糖が細胞のコミュニケーション、細胞間コミュニケーションに使われていると聞いたことがありま

すよね。 

とにかく今、これらの糖は何なのかがわかっていて、ポイントは細菌が糖で覆われているというこ

とです。 

例えば傷口があって、歯医者で抜歯をして嫌な環境になったとしましょう。 

歯周組織にはすでにマクロファージがいるのですが、すぐ後ろから血流に乗って好中球など他の細

胞が患部にやってきます。 

この細胞たちの最初の仕事はきれいにすること、私たちが死なないように守ることです。 

だから私たちは、きれいにして前線の感染から守りたいのです。 

 

知らないかもしれませんが、口の中は汚れ

ています。 

嫌な細菌がたくさんいるので、マクロファ

ージがそこに来て、すべての細菌が覆って

いる糖と接触し、細菌を認識し、自身を刺

激します。 

認識することでよりよい仕事ができます。 

汚い口に来たマクロファージがなんて言っ

ているのかわかりませんけど「なんてこと

だ、ここにはたくさんの細菌がいる」とで

も言っているんじゃないですか。 

そこで信号を送り、コミュニケーションを

取り、脾臓や骨髄に信号を送り、戦うため

の細胞をより多く呼び寄せ、よりよい仕事

を、より多くの細菌を殺し、傷が治りやす

くなるように働きます。 

サイトカイン/ケモカイン 

の産生 

活性酸素種 

の産生 

細胞増殖 
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考えてみてください。マクロファージは細菌によって刺激され、細菌を食べて刺激し、その糖をエ

ネルギー源とするのです。 

まるで誰かがデザインしたような、これが自然界で起こっていることなんです。 

私がいつも言っているように私たちは自然と共に働いているのです。 

これがセラジェルを傷に塗ったときにやっていることです。 

その方法を説明してきましたが、マンノース受容体は他の糖も認識します。 

ここにあるマンノースを認識する他の受容体もあり、マンノースはとても重要です。 

私たちがマンノースを使っているのは、傷をケアする方法に勝てないのだから、ただ自然と共に働

くということです。 

マクロファージを刺激して、マクロファージに餌を与える方法について説明しています。 

細菌とつながっているわけではないのですから、細菌を殺す必要はありません。 

ただ、マクロファージに餌を与え、刺激し、デザインされたようにさせるのです。 

 

マクロファージが活性酸素種を分泌する必要があるのにそれを止めるという話ではありませんし、

炎症プロセスを止めるときではないのに薬を使って止めるという話でもありません。 

私たちにできることは、物事を台無しにしな

いこと。 

餌を与え、刺激し、後は任せる。 

再現性のある素晴らしい治療結果を望むな

ら、自然と共存することです。 

ほんの少しだけ説明してきましたが、私たち

は自然と共存しているのです。 

 

ここでちょっとだけ研究結果をお見せしまし

ょう。 
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世界中で研究されているアセマンナン、ビルがこれに関するすべての特許を持っていますが、この

試験は 80 年代に行われたかなり初期のころの創傷ゲル製品を使ったものです。 

モルモットに 3 度の熱傷を負わせ、これらを塗布しました。 

3 度の熱傷は人間にとってかなりひどいものです。感染によって死に至ります。 

モルモットを 4 つのグループに分け、気圧気温を一定に保ち、傷も同じ程度に揃えました。 

シリバリンは典型的な抗菌剤で、現在でも標準的な治療薬です。 

アスピリンクリーム、ビルの初期の製品よりアスピリンの方が治癒を早める助けになると思うでし

ょうが、3 度の火傷を治すのに 47 日かかりました。ビルの製品は 30 日です。 

毎日が生存のカギを握っているのであれば、これは非常に非常に凄いことです。 

シリバリンはいまだに標準薬として使われているのですから。 

これはビルの最初の製品ですが、彼はこの 35～40 年の間に多くの事を学び、新しい製品はもっと

良くなっています。 

1991 年に電話を受けました。彼らはこの論文を読んでこの製品を使ってみて、アセマンナンとは何

なのかを知りたいと言ってきました。 

説明して結果を尋ねると、この製品を使うようになってから、これまでよりも何日も早く移植手術

ができるようになったということでした。 

お分かりでしょうが、これはビルの最初の製品であって、私たちの新しい製品はもっと優れていま

すけれど、アセマンナンが優れていることを示していますけれど、いまだにシリバリンを使ってい

るのですから学んでいないですよね。 

 

これは犬を使った試験で、分岐部クラス II の

歯周炎の場合にときにマクロファージが治癒

をコントロールしたというものです。 

アセマンナンは、新しい歯槽骨、セメント

質、軟組織の歯根膜の形成を顕著に増加させ

ることがわかりました。 

これは歯周病においては本当に素晴らしいこ

とです。 

 

骨の治癒に関して、これはヒトで行われたも

のですが、下顎第三大臼歯の親知らずを抜歯

して、半数はゴールドスタンダードのパラデ

ックスでリンスしました。パラデックスはグ

ルコン酸クロルヘキシジン製品で懸念がある

ものですが、抗菌リンスのゴールドスタンダ

ードです。 

他の半数はアセマンナンを容器に入れてリン

スしました。 
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3 か月後、Ｘ線撮影の密度がアセトアミノフェンに比べて 50～90％良くなっていました。 

つまりアセマンナンのグループはより傷の治癒、骨の治癒が顕著に良かったのです。 

 

これはラットを使ったもので、口蓋の組織に歯肉を移植をしました。治るまでとても痛いのです

が、種々の成長因子を分泌することで早く治癒しました。 

 

 

タイプ I コラーゲンは乳頭球を促進します。 

傷をより早く治すだけでなく、より強く治すのです。これはとても重要です。 

 

とにかく早く傷を治すことがポイントです。

痛みに対処すればするほど、感染リスクを

下げれば下げるほど早く傷が治ります。 

セラジェルは痛みを緩和し、傷を治すので

みんなに好まれています。 

皆さんに理解してほしいのは、私たちは自

然と共に働くようにしていること、自然を

コントロールしようとしているのはないと

いうこと、自然が成せるように手助けをす

るだけです。 

 

セラジェルは、口をより清潔に、より健康に、より快適にします。 

私はこの話をするのが大好きです。私にとって魅力的なことですけれど、私たちがやっていること

をもっとよく理解してくれたら嬉しいです。 

私たちは自然と協力して治癒を早めているのです。 

 
 

この資料を提供するにあたって 

動画の内容を理解するため、個人的に翻訳したものです。 

誤訳等があっても責任は負いかねます。   作成 堺晶子 


